生徒作品の文章表現の質を高める指導法に関する実践的研究 : 高等学校における「聞き書き」作品の指導を通して by 玉木, 雅己
１
　
は
じ
め
に
　
文
章
表
現
の
学
習
に
お
け
る
協
同
的
な
活
動
は
、
推
敲
や
評
価
を
目
的
と
し
て
記
述
後
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
記
述
前
・
記
述
中
の
活
動
と
し
て
組
み
込
む
こ
と
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
。
学
習
者
達
が
、
支
援
的
・
互
恵
的
な
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
室
全
体
で
書
く
こ
と
に
取
り
組
む
雰
囲
気
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
主
体
的
な
表
現
活
動
の
授
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、
論
者
（
玉
木
）
は
、
数
年
来
、
実
践
的
研
究
を
重
ね
て
き
た
。
　
そ
れ
で
は
、
生
み
出
さ
れ
た
生
徒
達
の
文
章
表
現
を
、
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
聞
き
書
き
の
生
徒
作
品
（
論
者
の
自
主
表
現
単
元
を
通
し
て
作
成
）
の
分
析
を
手
が
か
り
に
し
て
考
察
し
た
い
。
　
聞
き
書
き
は
、
語
り
手
と
聞
き
手
の
協
同
的
な
活
動
に
よ
っ
て
成
立
す
る
表
現
学
習
で
あ
る
。
学
習
者
の
文
章
表
現
能
力
だ
け
で
な
く
、
聞
く
力
と
語
る
力
を
高
め
る
た
め
に
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。
問
題
認
識
力
・
解
決
力
の
伸
長
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
　
聞
き
書
き
は
、
相
互
作
用
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
認
識
主
体
で
あ
る
学
習
者
の
力
量
に
よ
っ
て
、
文
章
の
質
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
記
述
前
・
記
述
中
段
階
の
問
題
点
が
顕
在
化
し
や
す
い
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
聞
き
書
き
作
品
を
文
章
表
現
の
質
的
な
改
善
の
方
策
を
探
る
た
め
の
研
究
資
料
と
し
た
。
２
　
自
主
表
現
単
元
「
人
生
の
先
輩
に
聞
い
て
み
よ
う
」
　
本
単
元
は
、
勤
務
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
第
１
学
年
の
学
習
内
容
を
補
完
す
る
た
め
に
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
度
の
下
半
期
に
、
論
者
が
学
級
担
任
を
務
め
た
ク
ラ
ス
で
自
主
的
に
実
施
し
た
。
（
１
）
単
元
編
成
の
理
由
ア
　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
概
要
　
勤
務
校
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、G
localA
ction
Program
 
 
    
     
 
  
 
（
以
下
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
略
記
）
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
─　　─２２
「
国
語
教
育
研
究
」
第
六
十
号
（
平
成
三
十
一
年
三
月
刊
）
　
生
徒
作
品
の
文
章
表
現
の
質
を
高
め
る
指
導
法
に
関
す
る
実
践
的
研
究
─
─
高
等
学
校
に
お
け
る
「
聞
き
書
き
」
作
品
の
指
導
を
通
し
て
─
─
玉
　
木
　
雅
　
己
　
そ
の
学
習
目
標
は
、
次
の
２
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
○
地
元
地
域
（
東
広
島
市
）
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
体
験
的
な
学
習
活
動
を
通
じ
て
習
得
し
た
知
識
や
技
能
を
活
用
し
、
協
働
し
て
主
体
的
に
行
動
す
る
態
度
を
養
う
。
○
地
元
地
域
と
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
の
関
連
性
を
理
解
し
、
異
文
化
間
活
動
に
対
応
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
い
、
自
分
の
言
葉
で
発
信
で
き
る
能
力
を
養
う
。
　
表
１
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
生
徒
の
視
野
を
大
き
く
広
げ
る
充
実
し
た
学
習
内
容
を
備
え
て
い
る
。
〈
東
広
島
〉〈
世
界
〉〈
情
報
活
用
〉
の
３
領
域
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
領
域
と
も
多
彩
な
単
元
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ほ
ぼ
毎
月
、
校
外
か
ら
ゲ
ス
ト
（
社
会
人
講
師
・
留
学
生
・
姉
妹
校
生
徒
等
）
を
迎
え
た
。 
イ
　
Ｇ
Ａ
Ｐ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
補
完
　
１
年
次
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
知
る
活
動
が
中
心
で
あ
る
。
そ
の
た
め
学
習
目
標
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
、
生
徒
が
主
体
的
に
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
や
、
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
を
、
主
目
的
と
す
る
単
元
は
少
な
い
。
　
表
１
で
該
当
す
る
の
は
、
東
広
島
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
小
論
文
だ
け
で
あ
る
。
前
者
は
、
各
ク
ラ
ス
が
、
夏
休
み
の
間
に
取
材
を
行
い
、
９
月
に
英
文
の
小
冊
子
（
　
～
　
ペ
ー
ジ
）
を
編
集
し
た
。
後
者
は
、
２
～
３
月
に
１
年
間
の
ま
と
１０
２０
め
の
小
論
文
「
東
広
島
の
地
域
課
題
を
考
え
る
」
を
書
き
上
げ
た
。
　
今
回
の
自
主
表
現
単
元
は
、
１
年
次
に
は
不
足
し
て
い
た
活
動
を
補
完
す
る
と
と
も
に
、
２
年
次
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
橋
渡
し
の
役
割
を
担
う
。
２
年
次
に
は
、
自
分
達
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
地
元
地
域
と
東
京
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
が
、
中
心
的
な
活
動
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。
（
２
）
自
主
表
現
単
元
「
人
生
の
先
輩
に
聞
い
て
み
よ
う
」
の
学
習
内
容
　
本
単
元
の
学
習
内
容
の
概
要
は
、
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
国
語
総
合
・
Ｈ
Ｒ
活
動
の
隙
間
時
間
や
冬
休
み
等
を
利
用
し
て
、
半
年
間
を
か
け
て
実
施
し
た
。
─　　─２３
表１　２０１７年度　ＧＡＰカリキュラム（第１学年）
表
２
　
自
主
表
現
単
元
の
学
習
内
容
次１２
時１２３４５６
実
施
月
　１０　１１　１２
　
～
１
１２
３
学
　
習
　
活
　
動
小
説
教
材
を
用
い
て
聞
い
て
書
く
練
習
を
行
う
。
相
互
に
聞
き
取
っ
た
内
容
を
文
章
に
ま
と
め
る
。
聞
き
書
き
の
手
順
・
留
意
点
を
理
解
す
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
。
下
書
き
を
作
成
す
る
。
改
善
点
に
注
意
し
て
浄
書
を
仕
上
げ
る
。
ア
　
第
１
次
　
聞
い
て
書
く
学
習
へ
の
導
入
　
第
１
次
は
、
聞
い
て
書
く
活
動
に
取
り
組
む
た
め
の
導
入
学
習
で
あ
る
。
生
徒
達
は
、
こ
の
よ
う
な
学
習
活
動
に
、
今
回
初
め
て
本
格
的
に
取
り
組
ん
だ
。
　
第
１
次
・
第
１
時
で
は
、
教
材
本
文
を
手
が
か
り
に
し
て
、
ペ
ア
で
語
り
合
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
練
習
を
行
っ
た
。
続
く
、
第
２
時
は
、
聞
き
書
き
の
前
段
階
の
練
習
と
し
て
、
ペ
ア
の
相
手
が
語
る
言
葉
を
素
材
と
し
て
文
章
化
し
た
。
　
第
１
時
は
、
村
上
春
樹
の
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』（
一
部
）
と
『
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
』（
以
下
『
夜
中
』
と
略
記
）
を
投
げ
入
れ
教
材
と
し
て
使
用
し
た
。
本
時
の
授
業
は
、
両
教
材
の
個
性
的
な
比
喩
を
用
い
た
愛
情
表
現
に
着
目
し
て
、
学
習
課
題
①
～
⑤
を
設
定
し 
　『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
で
は
、
①
次
の
〈
僕
〉
と
〈
緑
〉
の
会
話
の
空
欄
部
分
に
入
る
表
現
を
考
え
た
。
①
で
は
、
お
互
い
が
相
手
の
言
葉
を
メ
モ
し
た
。
「
君
が
大
好
き
だ
よ
、
ミ
ド
リ
」
「
ど
れ
く
ら
い
好
き
？
」
「
春
の
熊
く
ら
い
好
き
だ
よ
」
「
春
の
熊
？
」
と
緑
が
ま
た
顔
を
上
げ
た
。
「
そ
れ
何
よ
、
春
の
熊
っ
て
？
」
「
野
原
を
君
が
一
人
で
歩
い
て
い
る
と
ね
、
「
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　」
　そ
う
い
う
の
っ
て
素
敵
だ
ろ
？
」
「
す
ご
く
素
敵
」
「
そ
れ
く
ら
い
君
の
こ
と
が
好
き
だ
」
た
。
（
１
）
　『
夜
中
』
は
、
全
文
で
一
二
〇
〇
字
程
度
の
掌
編
で
あ
る
。
作
品
冒
頭
で
、
少
女
は
「
あ
な
た
は
ど
れ
く
ら
い
私
の
こ
と
好
き
？
」
と
、
少
年
に
質
問
す
る
。
少
年
は
「
夜
中
の
汽
笛
く
ら
い
」
と
答
え
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
。
作
品
は
「
今
度
は
少
女
が
自
分
の
物
語
を
語
り
始
め
る
。」
と
い
う
一
文
で
結
ば
れ
る
。
　『
夜
中
』
に
つ
い
て
は
、
次
の
学
習
課
題
②
～
⑤
を
設
定
し
た
。
②「
夜
中
の
汽
笛
く
ら
い
」
と
答
え
た
少
年
は
、
少
女
を
ど
れ
く
ら
い
好
き
な
の
か
。（
②
は
、
作
品
の
冒
頭
部
分
だ
け
を
読
ん
で
予
想
す
る
。）
③
少
年
に
と
っ
て
、
少
女
は
ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
。
④
少
女
は
、
ど
の
よ
う
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
。
⑤
少
女
が
語
る
「
物
語
」
に
つ
い
て
、
書
き
出
し
（「
○
○
く
ら
い
、
あ
な
た
が
好
き
」
と
い
う
形
式
で
）
と
、
あ
ら
す
じ
を
考
え
る
。
　
②
で
も
、
相
手
の
考
え
を
メ
モ
し
た
。
そ
の
後
で
、
ペ
ア
で
教
材
の
音
読
を
行
い
、
本
文
を
根
拠
に
し
て
自
分
達
の
予
想
を
確
か
め
た
。
　『
夜
中
』
に
は
、
③
～
⑤
の
明
確
な
根
拠
に
な
る
記
述
は
、
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
本
文
中
の
少
女
の
描
写
と
少
年
の
言
葉
か
ら
、
２
人
で
考
え
た
内
容
を
文
章
に
ま
と
め
た
。
　
第
１
次
・
第
２
時
で
は
、
ペ
ア
の
相
手
か
ら
、
感
謝
す
る
人
物
へ
の
思
い
を
聞
き
取
っ
て
文
章
化
し
た
。
書
か
れ
た
文
章
を
、
語
り
手
自
身
が
読
み
、
自
分
の
経
験
・
考
え
を
再
整
理
し
浄
書
を
完
成
し
た
。
論
者
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
題
し
た
、
こ
の
表
現
活
動
を
数
年
間
実
践
し
て
い
る
。
今
回
も
、
聞
い
て
書
く
学
習
の
入
門
編
と
し
て
、
生
徒
達
は
前
向
き
に
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。
イ
　
第
２
次
　
聞
き
書
き
の
作
成
　
高
校
１
年
生
の
後
半
は
、
自
分
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
始
め
る
こ
と
─　　─２４
を
、
教
員
や
保
護
者
か
ら
求
め
ら
れ
る
時
期
で
あ
る
。
今
回
の
聞
き
書
き
は
、
進
路
選
択
の
た
め
の
手
作
り
の
参
考
資
料
と
し
て
、
生
徒
達
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
柱
立
て
と
し
た
。
・
高
校
生
活
の
様
子
　
　
　
　
　
　
　
　［
後
掲
の
質
問
項
目
①
］
・
進
路
選
択
の
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　［
②
・
③
］
・
仕
事
の
内
容
・
苦
労
・
や
り
が
い
　
　［
④
～
⑩
］
・
進
路
選
択
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
　
　［
⑪
］
　
第
２
次
・
第
３
時
で
は
、
作
成
の
手
順
・
留
意
点
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
一
人
語
り
の
参
考
作
品
２
編
の
読
み
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
自
分
の
作
品
作
り
に
活
か
せ
る
よ
う
に
、
文
体
・
内
容
・
構
成
に
関
す
る
気
付
き
を
共
有
し
た
。
　
第
２
次
・
第
４
～
５
時
は
、
冬
休
み
の
課
題
と
し
て
実
施
し
た
。
　
語
り
手
へ
の
質
問
は
、
本
来
は
生
徒
自
身
が
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
冬
休
み
前
に
は
、
そ
れ
を
創
出
す
る
授
業
を
設
定
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
論
者
が
後
掲
の
質
問
項
目
を
明
記
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
準
備
し
た
。
生
徒
達
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
補
足
的
な
質
問
を
追
加
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
○０
 
取
材
対
象
の
名
前
・
年
齢
・
職
業
・
自
分
と
の
関
係
等
の
記
入
欄
①
ど
ん
な
高
校
３
年
間
で
し
た
か
。
　
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。
②
高
校
に
入
っ
た
時
は
、
卒
業
後
の
進
路
（
進
学
・
就
職
・
分
野
等
）
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
風
に
考
え
て
い
ま
し
た
か
。
③
高
校
卒
業
後
の
進
路
を
は
っ
き
り
と
決
め
た
の
は
、
何
年
生
の
頃
で
し
た
か
。
ど
ん
な
風
に
決
め
ま
し
た
か
。
誰
か
に
相
談
し
ま
し
た
か
。
④
今
の
仕
事
を
始
め
て
何
年
た
ち
ま
す
か
。
⑤
今
の
仕
事
に
就
く
前
に
、
何
か
別
の
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。
⑥
今
の
仕
事
に
就
く
こ
と
に
決
め
た
の
は
、
い
つ
で
す
か
。
　
ど
ん
な
理
由
か
ら
決
め
ま
し
た
か
。
⑦
仕
事
の
内
容
を
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。
⑧
仕
事
で
苦
労
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ど
う
い
う
点
で
す
か
。
⑨
仕
事
で
う
れ
し
さ
や
喜
び
を
感
じ
る
の
は
、
ど
ん
な
時
で
す
か
。
⑩
仕
事
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
。
⑪
高
校
一
年
生
の
私
が
進
路
を
決
め
る
た
め
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
当
初
は
、
浄
書
に
向
け
て
、
１
月
後
半
～
２
月
前
半
に
、
下
書
き
の
読
み
合
わ
せ
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し
、
様
々
な
事
情
（
学
校
行
事
・
入
試
等
に
よ
る
臨
時
時
間
割
に
よ
る
授
業
の
実
施
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
等
）
に
よ
っ
て
、
残
念
な
が
ら
そ
の
時
間
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
。
　
そ
の
代
わ
り
と
し
て
、
論
者
が
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
と
下
書
き
を
読
み
、
浄
書
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。
　
共
通
的
な
改
善
点
に
つ
い
て
は
、
学
習
資
料
を
配
布
し
て
説
明
し
た
。
　
個
別
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
付
箋
紙
（
　×
 
　
㎜
）
２
枚
程
度
に
ま
と
め
て
、
５０
５０
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
貼
付
し
て
返
却
し
た
。
評
価
で
き
る
点
と
、
説
明
を
加
え
て
欲
し
い
点
を
、
具
体
的
に
指
摘
し
た
。
下
書
き
の
文
章
は
、
書
き
換
え
の
余
地
を
大
き
く
残
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
細
か
く
字
句
を
添
削
す
る
こ
と
は
避
け
た
。
　
生
徒
達
は
、
家
庭
学
習
と
し
て
、
下
書
き
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
必
要
な
情
報
を
加
筆
し
た
。
可
能
な
生
徒
は
追
加
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
　
第
６
時
は
、
各
自
で
準
備
し
た
補
足
資
料
を
持
参
し
て
、
教
室
で
浄
書
を
仕
上
げ
た
。
浄
書
の
原
本
は
、
本
人
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
用
の
フ
ァ
イ
ル
に
綴
じ
て
、
２
学
年
以
降
も
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
論
者
は
、
写
し
を
保
管
し
た
。
─　　─２５
３
　
生
徒
の
聞
き
書
き
作
品
の
分
析
　
今
回
の
生
徒
作
品
に
は
、
語
り
手
の
生
き
方
を
反
映
し
た
興
味
深
い
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
語
り
手
は
、
約
　
％
が
生
徒
の
家
族
・
親
族
だ
っ
た
。
ど
の
９０
語
り
手
も
、
問
い
か
け
に
真
摯
な
態
度
で
応
え
て
く
れ
て
い
る
。
各
作
品
か
ら
は
、
語
り
手
の
親
愛
的
な
思
い
が
、
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。
　
た
だ
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
は
、
せ
っ
か
く
の
語
り
手
の
思
い
を
十
分
に
は
活
か
し
切
れ
て
い
な
い
面
が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
聞
き
手
の
成
長
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
充
実
し
た
内
容
の
文
章
に
な
る
可
能
性
が
大
い
に
感
じ
ら
れ
る
。
　
こ
こ
で
は
、
記
述
前
、
記
述
中
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
（
１
）
記
述
前
段
階
（
メ
モ
の
指
導
）
の
課
題
　『「
聞
き
書
き
」
の
力
─
表
現
指
導
の
理
論
と
実
践
』
は
、
聞
き
書
き
の
指
導
に
関
す
る
基
本
文
献
で
あ
る
。
同
書
は
、
原
稿
の
長
さ
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い 
原
稿
の
長
さ
は
、
基
本
的
に
は
自
由
と
し
ま
す
。
長
さ
を
指
定
す
る
と
そ
れ
に
合
わ
せ
て
書
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
今
回
の
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、「
具
体
的
に
詳
し
く
聞
い
て
書
く
」
で
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
長
く
書
く
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。
指
定
す
る
場
合
は
長
め
に
指
定
し
ま
す
。
例
え
ば
三
〇
〇
〇
字
～
六
〇
〇
〇
字
程
度
を
め
や
す
と
し
ま
す
。
　
本
単
元
で
は
、
一
六
〇
〇
字
詰
（
片
面
八
〇
〇
字
）
原
稿
用
紙
を
使
用
し
た
。
る
。
（
２
）
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
、
そ
の
１
枚
分
を
目
安
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
。
　
そ
の
た
め
、
今
回
の
平
均
値
は
、
下
書
き
は
八
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
字
、
浄
書
で
も
一
二
〇
〇
～
一
五
〇
〇
字
だ
っ
た
。
下
書
き
か
ら
浄
書
に
か
け
て
増
え
た
と
は
い
え
、
前
掲
書
の
目
標
値
に
比
べ
る
と
か
な
り
短
い
。
　
生
徒
作
品
に
は
、
内
容
的
な
ま
と
ま
り
が
あ
る
も
の
は
多
か
っ
た
が
、
十
分
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
る
も
の
は
稀
だ
っ
た
。
　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
メ
モ
は
、
断
片
的
で
簡
略
な
も
の
が
大
半
だ
っ
た
。
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
外
部
講
師
の
話
を
聞
い
た
時
の
メ
モ
や
、
１
年
間
に
数
回
取
り
組
ん
だ
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
等
と
比
較
し
て
も
貧
弱
で
あ
る
。
　
下
書
き
を
作
成
す
る
際
に
、
生
徒
達
は
、
か
な
り
の
情
報
を
書
き
足
し
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
増
補
が
可
能
で
あ
っ
た
の
な
ら
ば
、
メ
モ
の
段
階
か
ら
、
も
う
少
し
材
料
を
豊
富
に
用
意
す
る
こ
と
も
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
論
者
の
指
導
に
反
省
す
べ
き
点
が
あ
る
。
第
２
次
・
第
３
時
で
の
留
意
点
の
説
明
の
際
に
、
分
量
の
目
安
（
今
回
の
原
稿
用
紙
２
～
３
枚
を
埋
め
ら
れ
る
材
料
を
集
め
る
等
）
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
大
量
に
記
入
で
き
る
取
材
用
紙
を
準
備
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
分
析
か
ら
は
、
分
量
の
少
な
さ
以
外
に
も
問
題
点
が
指
摘
で
き
る
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
の
核
に
な
り
そ
う
な
メ
モ
が
、
下
書
き
段
階
で
見
落
と
さ
れ
て
い
る
例
が
少
な
く
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
㋐
き
び
し
い
だ
け
で
も
や
さ
し
い
だ
け
で
も
だ
め
。
㋑
子
ど
も
が
分
か
ら
な
か
っ
た
所
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
、
表
情
が
明
る
く
な
っ
た
時
㋒
名
前
を
完
全
に
覚
え
る
こ
と
。
い
つ
も
冷
静
で
い
る
こ
と
。
ど
ん
な
人
に
も
同
じ
対
応
に
す
る
こ
と
。
─　　─２６
　
こ
れ
ら
の
メ
モ
は
、
語
り
手
の
仕
事
観
を
掘
り
下
げ
た
り
、
話
題
を
広
げ
る
た
め
の
起
点
に
な
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
。
　
㋐
と
㋑
は
、
ピ
ア
ノ
教
師
の
言
葉
で
あ
る
。
　
㋐
は
簡
潔
な
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
語
り
手
の
指
導
理
念
、
指
導
方
法
の
工
夫
、
生
徒
と
の
関
係
の
作
り
方
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
等
、
語
り
手
か
ら
色
々
な
補
足
説
明
を
引
き
出
す
必
要
が
あ
る
。
　
㋑
に
つ
い
て
は
、
ピ
ア
ノ
で
「
分
か
る
」
と
は
、
ど
う
い
う
状
態
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の
表
情
の
変
化
に
何
時
気
付
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
裏
付
け
に
な
る
経
験
談
を
聞
き
出
し
た
い
。
　
㋒
は
、
看
護
師
の
言
葉
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
３
点
な
の
か
。
ど
ん
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
、
こ
の
心
が
け
の
言
葉
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
の
か
。
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
常
に
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
。
重
ね
て
尋
ね
て
み
た
い
質
問
が
、
い
く
つ
も
浮
か
ぶ
。
　
聞
く
力
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、
文
章
化
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、
各
自
の
メ
モ
の
内
容
・
価
値
の
吟
味
や
、
そ
の
活
用
法
の
検
討
等
に
つ
い
て
、
記
述
前
段
階
で
学
習
内
容
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
（
２
）
記
述
中
段
階
（
記
述
内
容
）
の
課
題
ア
　
一
般
論
を
支
え
る
具
体
性
の
増
補
　
生
徒
の
聞
き
書
き
に
は
、
浄
書
の
段
階
で
も
、
聞
き
取
っ
た
言
葉
の
価
値
を
、
書
き
手
が
十
分
に
理
解
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
作
品
が
多
い
。
仕
事
に
関
連
す
る
質
問
項
目
（
⑦
内
容
説
明
、
⑧
・
⑨
苦
労
や
喜
び
、
⑩
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
）
に
は
、
特
に
そ
れ
が
目
立
つ
。
語
り
手
は
、
自
分
の
仕
事
の
転
機
と
な
っ
た
出
来
事
に
つ
い
て
も
、
し
ば
し
ば
話
題
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
生
徒
達
の
と
ら
え
方
も
、
お
お
む
ね
淡
泊
で
あ
る
。
　
逆
に
言
え
ば
、
質
の
高
い
聞
き
書
き
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
自
分
が
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
て
い
な
い
点
は
、
実
感
が
湧
く
ま
で
丹
念
に
質
問
し
続
け
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
次
の
Ａ
は
、
大
学
職
員
の
聞
き
書
き
の
一
部
で
あ
る
。
引
用
よ
り
前
の
部
分
で
は
、
子
供
の
頃
か
ら
打
ち
込
ん
だ
ス
ポ
ー
ツ
が
、
高
校
・
大
学
・
就
職
に
至
る
進
路
を
決
定
す
る
要
因
と
な
っ
た
こ
と
が
、
活
き
活
き
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
ら
れ
て
い
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
就
職
後
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
Ａ
　
就
職
後
は
色
々
な
分
野
の
仕
事
を
し
た
よ
。
こ
の
中
で
も
一
番
長
か
っ
た
の
は
「
学
生
就
職
」。
簡
単
に
言
え
ば
、
大
学
生
の
就
職
の
手
伝
い
だ
。
就
職
は
受
験
と
は
わ
け
が
違
う
か
ら
ね
。
何
十
社
も
落
ち
る
人
だ
っ
て
出
て
く
る
し
、
学
生
が
希
望
し
て
い
る
企
業
へ
入
れ
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ
る
。
　
こ
こ
で
一
つ
、
私
の
印
象
に
一
番
残
っ
て
い
る
学
生
の
話
を
し
よ
う
か
。
彼
は
、
大
学
の
成
績
が
優
秀
だ
っ
た
ん
だ
。
そ
れ
な
の
に
、
何
十
社
も
落
ち
て
ね
…
…
。
　
当
時
の
私
は
、
そ
れ
は
も
う
頑
張
っ
た
。
県
外
の
企
業
に
ま
で
足
を
運
ん
で
、
彼
を
売
り
込
み
、
手
紙
を
出
し
。
彼
自
身
に
も
、
ス
ー
ツ
の
選
び
方
、
着
方
、
髪
型
に
つ
い
て
指
導
し
た
。
髪
に
つ
い
て
は
一
緒
に
床
屋
ま
で
行
っ
た
よ
…
…
。
　
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
彼
は
大
手
企
業
に
入
社
し
た
か
ら
、
私
の
努
力
も
、
彼
の
努
力
も
報
わ
れ
た
と
い
う
も
の
だ
。
今
で
は
良
い
思
い
出
だ
。
　
こ
こ
ま
で
書
い
た
ら
、
も
う
書
く
こ
と
も
な
い
気
が
す
る
が
…
…
。
　
あ
ぁ
、
そ
う
だ
方
針
。
─　　─２７
　
私
が
こ
の
仕
事
を
す
る
う
え
で
掲
げ
て
い
る
方
針
は
、「
本
人
を
否
定
し
な
い
」
こ
と
と
、「
そ
の
子
に
合
っ
た
企
業
を
探
し
て
あ
げ
る
」
こ
と
。
人
ひ
と
り
の
人
生
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら
ね
。
私
も
本
気
で
取
り
組
む
よ
。
　
Ａ
は
、
就
職
支
援
に
関
す
る
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
取
っ
て
い
る
。
語
り
手
が
、
学
生
を
一
生
懸
命
に
サ
ポ
ー
ト
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
と
は
い
え
、
こ
こ
に
語
ら
れ
て
い
る
の
は
並
大
抵
の
出
来
事
で
は
な
い
。
神
経
を
磨
り
減
ら
す
よ
う
な
苦
労
や
、
爆
発
的
な
喜
び
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
き
手
の
説
明
は
、
や
や
表
面
的
で
あ
る
。
　
前
半
部
の
語
り
手
と
学
生
と
の
二
人
三
脚
に
つ
い
て
は
、
失
敗
と
成
功
の
理
由
の
分
析
、
二
人
が
こ
の
経
験
を
通
し
て
得
た
こ
と
等
を
書
き
加
え
た
い
。
服
装
や
髪
型
を
ど
う
指
導
し
た
の
か
、
そ
の
中
身
も
詳
し
く
知
り
た
い
。
　
ま
た
、
後
半
部
で
は
、
２
つ
の
方
針
に
つ
い
て
、「
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
学
生
」
の
場
合
は
、
こ
の
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
補
足
的
な
説
明
が
あ
れ
ば
、
語
り
手
の
言
葉
は
、
よ
り
説
得
力
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
具
体
的
に
詳
し
く
と
言
っ
て
も
、
単
に
長
く
書
け
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
次
の
Ｂ
は
、
製
造
業
の
語
り
手
が
語
る
苦
労
談
で
あ
る
。
Ｂ
　
私
が
仕
事
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
と
言
え
ば
、
出
荷
の
納
期
に
間
に
合
う
よ
う
に
機
械
を
製
造
す
る
こ
と
、
ま
た
、
お
客
さ
ん
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
こ
な
い
よ
う
な
高
品
質
な
も
の
を
作
る
た
め
に
ミ
ス
な
く
作
業
す
る
こ
と
で
す
。
　
人
間
、
必
ず
ミ
ス
は
し
て
し
ま
い
ま
す
。
け
ど
、
大
事
な
の
は
そ
の
ミ
ス
を
い
か
に
少
な
く
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
　
例
え
ば
、
機
械
は
図
面
の
手
順
書
を
参
考
に
見
な
が
ら
組
み
立
て
て
い
く
ん
で
す
け
ど
、
こ
の
図
面
も
や
っ
ぱ
り
完
璧
で
は
な
い
ん
で
す
。
同
じ
図
面
を
見
て
や
っ
て
も
捉
え
方
も
一
人
一
人
違
う
わ
け
だ
し
。
だ
か
ら
、
皆
で
図
面
の
改
訂
を
し
た
り
、
要
望
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
資
料
を
作
り
直
し
て
い
っ
て
誰
が
見
て
作
っ
て
も
、
同
じ
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
が
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
ん
で
す
。
　
Ｂ
は
、
ミ
ス
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
い
う
一
般
論
で
終
わ
っ
て
い
な
い
。
語
り
手
は
、
改
善
の
手
立
て
に
つ
い
て
、
図
面
の
解
釈
に
よ
る
ズ
レ
と
い
う
点
か
ら
説
明
す
る
。
こ
れ
は
当
事
者
な
ら
で
は
の
発
言
で
あ
る
。
分
量
は
短
い
が
、
専
門
家
に
し
か
語
れ
な
い
内
容
を
備
え
て
い
る
。
Ａ
に
補
い
た
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
具
体
的
な
言
葉
で
あ
る
。
イ
　
共
通
的
な
言
説
を
超
え
る
独
自
性
　
生
徒
達
の
聞
き
書
き
に
は
、
特
定
の
話
題
に
対
す
る
共
通
的
な
言
説
が
認
め
ら
れ
る
。
最
も
多
い
の
は
、
⑨
仕
事
の
喜
び
は
、「
あ
り
が
と
う
」
と
い
う
感
謝
の
言
葉
を
言
わ
れ
た
時
だ
と
い
う
答
で
あ
る
（
　
／
　
人
）。
１１
３８
　
も
う
一
つ
目
立
つ
の
は
、
⑧
仕
事
の
苦
労
や
、
⑩
仕
事
で
一
番
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
人
間
関
係
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。
大
半
の
作
品
が
、
何
ら
か
の
形
で
言
及
し
て
い
る
。
　
社
会
生
活
で
の
人
間
関
係
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
生
徒
の
作
品
で
は
、「
自
分
よ
り
年
上
の
人
だ
け
で
な
く
年
下
の
人
に
も
敬
意
を
も
っ
て
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
思
い
や
り
や
考
え
方
が
、
円
滑
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
、
雰
囲
気
の
良
い
職
場
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思
─　　─２８
い
ま
す
」
等
の
一
般
的
な
心
が
け
の
表
明
で
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
　
で
は
、
人
間
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
人
で
な
け
れ
ば
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
内
容
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
二
つ
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。
　
先
ず
、
Ｃ
は
、
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
す
る
苦
労
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
　
仕
事
よ
り
も
今
は
は
る
か
に
面
倒
な
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
最
近
の
悩
み
と
直
結
す
る
の
は
残
念
だ
け
ど
も
。
　
何
か
？
　
そ
れ
は
若
い
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
よ
。　
年
３５
同
じ
仕
事
だ
か
ら
、
外
の
世
界
っ
て
い
う
の
か
、
時
代
の
流
れ
に
の
っ
て
や
ら
な
く
て
い
い
か
ら
、
最
近
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
時
代
に
は
つ
い
て
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
な
ぁ
、
と
痛
感
す
る
。
　
事
務
業
だ
か
ら
、
電
話
と
か
で
コ
ミ
力
は
鍛
え
ら
れ
て
る
。
け
ど
、
会
社
は
学
校
と
は
別
物
で
、
上
も
下
も
年
齢
層
は
本
当
に
バ
ラ
バ
ラ
で
、
話
に
つ
い
て
い
け
な
い
ん
だ
よ
ね
。
　
人
一
人
と
っ
た
っ
て
性
格
は
違
う
し
、
好
き
な
こ
と
や
嫌
な
こ
と
は
バ
ラ
バ
ラ
そ
こ
ま
で
は
ま
あ
分
か
る
。
　
け
ど
、
年
齢
差
が
　
以
上
年
下
だ
っ
た
り
す
る
と
、
日
常
で
の
認
識
の
２０
違
い
や
言
葉
や
ら
、
本
当
に
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、
性
格
や
ら
何
や
ら
考
え
る
と
な
る
と
、
頭
が
痛
い
ね
。
　
Ｃ
は
、
実
感
的
な
言
葉
で
悩
み
を
語
る
。
読
み
手
の
共
感
を
生
む
の
は
、
語
り
手
が
考
え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
が
、
正
直
に
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
聞
き
書
き
で
は
、
道
徳
的
な
解
決
策
を
無
理
に
述
べ
る
必
要
は
無
い
だ
ろ
う
。
　
次
の
Ｄ
で
は
、
人
間
関
係
の
話
題
か
ら
出
発
し
て
、
語
り
手
の
理
想
や
願
い
が
語
ら
れ
て
い
く
。
Ｄ
　
日
本
企
業
の
技
術
力
が
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ぐ
ら
い
だ
っ
て
い
う
の
が
あ
る
せ
い
な
の
か
、
常
に
新
し
い
技
術
が
で
て
き
て
し
ま
う
ん
だ
よ
。
　
そ
こ
ま
で
は
良
い
ん
だ
が
、
僕
た
ち
は
そ
れ
を
理
解
し
て
、
他
社
に
も
負
け
な
い
く
ら
い
に
な
ら
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
。
だ
け
ど
も
そ
れ
が
苦
で
仕
方
な
い
ん
だ
よ
な
ぁ
。
　
で
も
ね
、
そ
う
い
う
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
そ
れ
を
職
場
の
友
だ
ち
と
協
力
し
て
解
決
し
た
と
き
、
そ
こ
で
得
ら
れ
る
よ
ろ
こ
び
や
達
成
感
等
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
て
次
も
乗
り
越
え
よ
う
と
思
え
て
く
る
ん
だ
よ
。
　
僕
は
、
そ
の
仲
間
た
ち
と
協
力
す
る
た
め
に
も
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
事
に
し
て
い
る
よ
。
や
っ
ぱ
り
、
自
分
が
考
え
て
い
る
こ
と
や
相
手
が
考
え
て
い
る
こ
と
っ
て
、
だ
い
た
い
違
っ
て
い
て
そ
れ
を
交
流
し
合
う
こ
と
で
、
お
互
い
の
穴
を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
。
そ
こ
で
よ
う
や
く
良
い
研
究
っ
て
や
つ
が
で
き
る
ん
だ
。
　
だ
か
ら
、
僕
は
子
ど
も
た
ち
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
見
極
め
て
、
そ
し
て
そ
の
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
追
求
し
て
い
く
。
そ
の
後
に
相
手
が
得
意
な
こ
と
自
分
が
得
意
な
こ
と
を
理
解
し
合
っ
て
、
協
力
し
て
い
く
。
僕
は
そ
の
こ
と
を
将
来
日
本
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
　
Ｄ
の
語
る
内
容
は
、
そ
れ
ほ
ど
個
性
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
語
り
手
の
未
来
に
対
す
る
理
想
的
な
思
い
は
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
語
り
手
が
本
当
に
語
り
た
い
と
胸
に
秘
め
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
感
性
を
働
か
せ
た
い
。
─　　─２９
（
３
）
考
察
の
ま
と
め
　
本
章
で
は
、
聞
き
書
き
の
生
徒
作
品
の
分
析
を
行
っ
た
。
現
時
点
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
質
問
を
順
番
に
こ
な
し
て
書
い
た
と
い
う
段
階
に
止
ま
る
作
品
が
多
か
っ
た
。
返
っ
て
き
た
言
葉
に
反
応
し
て
、
さ
ら
に
別
の
問
い
か
け
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、
十
分
に
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
生
徒
達
は
、
双
方
向
的
で
は
な
く
、
一
方
的
な
質
問
態
度
で
聞
き
書
き
を
行
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
　
質
の
高
い
聞
き
書
き
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
３
章
（
２
）
で
検
討
し
た
通
り
、
次
の
２
点
を
書
き
加
え
る
こ
と
を
契
機
と
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
○
一
般
論
・
抽
象
論
を
支
え
る
具
体
例
や
細
部
の
描
写
○
語
り
手
が
聞
い
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
た
こ
と
　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
ら
を
書
き
加
え
る
た
め
に
は
、
確
実
に
聞
き
取
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
予
定
調
和
的
な
質
問
態
度
に
止
ま
ら
ず
、
創
造
的
な
広
が
り
を
持
つ
質
問
が
で
き
る
聞
き
手
に
成
長
す
る
必
要
が
あ
る
。
　
具
体
的
に
は
、
一
問
一
答
式
の
や
り
と
り
を
卒
業
し
て
、「
相
手
の
答
え
に
応
じ
て
、
臨
機
応
変
に
二
次
的
、
三
次
的
な
質
問
を
重
ね
る
（『
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
』『
そ
の
時
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
か
？
』 
」
と
い
う
探
究
的
な
問
い
か
け
が
で
き
る
よ
う
に
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
わ
せ
て
、
そ
の
人
が
本
当
に
語
り
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
を
的
確
に
把
握
す
る
感
性
も
必
要
に
な
る
。
　
教
室
で
の
学
習
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
よ
う
な
資
質
を
獲
得
し
て
い
く
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
協
同
的
・
支
援
的
な
活
動
を
授
業
に
取
り
入
れ
た
い
。
　
先
ず
、
記
述
前
段
階
の
学
習
で
は
、
メ
モ
の
一
つ
一
つ
の
言
葉
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
・
背
景
を
持
つ
も
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
表
現
法
を
用
い
て
文
章
化
す
べ
き
な
の
か
等
に
つ
い
て
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
吟
味
す
る
こ
等
）
（
３
）
と
が
考
え
ら
れ
る
。
３
章
（
１
）
で
見
た
よ
う
に
、
生
徒
達
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
、
文
章
が
豊
か
に
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
を
秘
め
た
メ
モ
が
活
用
さ
れ
て
い
な
い
事
例
が
散
見
さ
れ
た
。
　
そ
の
よ
う
な
活
動
に
加
え
て
、
別
の
生
徒
が
、
聞
き
手
の
メ
モ
を
使
っ
て
下
書
き
を
作
成
す
る
こ
と
も
試
み
た
い
。
こ
の
代
理
作
業
的
な
表
現
活
動
は
、
書
き
手
自
身
が
、
自
分
の
メ
モ
や
文
章
構
想
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
先
に
２
章
（
１
）
ア
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
活
動
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
論
者
は
、
す
で
に
何
度
も
実
践
的
な
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
　
次
に
、
記
述
後
段
階
の
学
習
で
は
、
完
成
作
品
を
交
換
し
て
音
読
す
る
こ
と
や
、
批
評
メ
モ
を
作
成
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
　
作
品
の
音
読
は
、
聞
き
書
き
に
限
ら
ず
、
推
敲
作
業
の
た
め
に
は
非
常
に
効
率
的
な
方
法
で
あ
る
。
音
読
は
、
黙
読
で
確
認
す
る
以
上
に
、
書
き
手
の
意
図
と
は
異
な
る
点
が
鮮
明
に
な
る
。
語
り
手
の
思
い
や
口
調
が
よ
く
感
じ
ら
れ
る
点
、
逆
に
読
み
な
が
ら
気
に
な
っ
た
点
、
分
か
り
に
く
か
っ
た
点
等
を
明
ら
か
に
し
て
、
文
章
表
現
の
改
善
に
つ
な
げ
た
い
。
　
批
評
メ
モ
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
問
題
点
の
解
明
で
は
な
く
、
改
善
案
の
提
案
に
力
点
を
置
き
た
い
。
語
り
手
の
意
図
と
改
善
案
を
比
較
し
な
が
ら
、
書
き
手
自
身
が
も
う
一
度
自
ら
の
表
現
を
見
直
す
こ
と
を
実
現
し
た
い
。
４
　
お
わ
り
に
　
本
稿
は
、
生
徒
作
品
の
文
章
の
質
を
高
め
る
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
聞
き
書
き
作
品
の
分
析
を
通
し
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
論
と
し
て
、
生
徒
達
が
、
「
い
ま
自
分
が
立
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、『
部
分
』
で
あ
り
、
そ
の
外
に
語
ら
れ
─　　─３０
な
い
全
体
が
あ 
と
い
う
よ
う
な
問
題
意
識
を
持
っ
た
取
材
者
・
表
現
者
と
し
て
、
文
章
表
現
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
、
自
己
内
対
話
や
各
種
資
料
を
素
材
と
す
る
文
章
に
関
し
て
も
重
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
　
次
期
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
い
う
授
業
の
目
指
す
方
向
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
う
ち
、「
深
い
学
び
」
に
つ
い
て
は
、
混
沌
と
し
た
状
況
の
中
に
あ
る
問
題
に
気
づ
く
感
性
と
、
そ
れ
を
探
究
・
解
明
す
る
能
力
に
よ
っ
て
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ら
は
、
疑
問
点
に
対
し
て
、〈
た
と
え
ば
・
そ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と×〉 〈
な
ぜ
〉×  〈
何
を
感
じ
た
か
・
何
を
考
え
た
か
〉
と
、
重
層
的
に
問
い
か
け
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
　
複
雑
で
文
脈
が
見
え
に
く
い
状
況
を
整
理
し
た
上
で
、
そ
こ
に
潜
む
問
題
を
追
究
す
る
。
こ
の
よ
う
な
感
性
や
能
力
を
養
う
た
め
に
は
、
聞
き
書
き
は
、
非
常
に
有
効
な
学
習
活
動
で
あ
る
。
高
校
３
年
間
の
文
章
表
現
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
確
実
に
位
置
付
け
た
い
も
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
育
成
を
、
聞
き
書
き
の
よ
う
な
特
設
的
な
活
動
だ
け
に
頼
る
の
は
限
界
が
あ
る
。
２
年
次
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
は
、
約
　
グ
ル
ー
プ
に
５０
分
か
れ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
訪
問
先
の
調
査
・
質
問
項
目
の
作
成
等
は
、
時
間
を
か
け
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
た
だ
、
本
単
元
と
は
異
な
り
、
初
対
面
の
人
物
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で
、
数
名
が
一
緒
に
話
を
聞
く
と
い
う
厳
し
い
制
約
の
下
で
実
施
さ
れ
た
。
社
会
人
に
多
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
、
何
と
か
実
現
で
き
た
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
大
半
だ
っ
た
。
貴
重
な
経
験
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
認
識
主
体
と
し
て
成
長
す
る
機
会
に
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
教
室
で
の
学
習
活
動
を
、
実
の
場
に
近
付
け
て
い
く
る
」
（
４
）
こ
と
が
、
一
番
の
解
決
策
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
探
究
的
な
能
力
や
感
性
は
、
日
常
の
国
語
科
の
授
業
に
お
い
て
、
協
同
的
・
対
話
的
な
学
習
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
育
成
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
今
回
の
自
主
表
現
単
元
の
第
１
次
で
実
施
し
た
学
習
活
動
（
お
互
い
の
考
え
を
丁
寧
に
聞
き
合
い
な
が
ら
、
読
む
こ
と
や
書
く
こ
と
の
学
習
を
進
め
る
）
に
日
常
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
今
後
も
実
践
的
研
究
を
重
ね
た
い
。
注（１
）　
第
１
次
・
第
１
時
の
教
材
研
究
・
授
業
構
想
に
は
、
波
瀬
蘭
（
２
０
１
１
）「『
夜
中
の
汽
笛
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
物
語
の
効
用
に
つ
い
て
』
あ
る
い
は
比
喩
の
効
用
に
つ
い
て
」、『
村
上
春
樹
超
短
編
小
説
案
内
』
学
研
4  3  –  4  9  
を
参
考
に
し
た
。
な
お
、
空
欄
部
分
に
は
次
の
表
現
が
入
る
。
「
向
こ
う
か
ら
ビ
ロ
ー
ド
み
た
い
な
毛
な
み
の
目
の
く
り
っ
と
し
た
可
愛
い
子
熊
が
や
っ
て
く
る
ん
だ
。
そ
し
て
君
に
こ
う
言
う
ん
だ
よ
。『
今
日
は
、
お
嬢
さ
ん
、
僕
と
一
緒
に
転
が
り
っ
こ
し
ま
せ
ん
か
』
っ
て
言
う
ん
だ
よ
。
そ
し
て
君
と
子
熊
で
抱
き
合
っ
て
ク
ロ
ー
バ
ー
の
茂
っ
た
丘
の
斜
面
を
こ
ろ
こ
ろ
と
転
が
っ
て
一
日
中
遊
ぶ
ん
だ
。」
（
２
）　
中
井
浩
一
・
古
宇
田
栄
子
編
著
（
２
０
１
６
）
大
修
館
書
店
１
０
８
（
３
）　
上
野
千
鶴
子
（
２
０
１
８
）『
情
報
生
産
者
に
な
る
』（
ち
く
ま
新
書
）
筑
摩
書
房
１
８
５
（
４
）　
山
田
ズ
ー
ニ
ー
『
大
人
の
小
論
文
教
室
』L
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広
島
県
立
賀
茂
高
等
学
校
全
日
制
）
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